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特

集

基
山
町
は
﹁
住
み
よ
い
町
﹂
で
す
か

︱
︱
小
学
６
年
生
・
中
学
１
年
生
に
聞
き
ま
し
た

︱
︱

基
山
町
で
は
第
５
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

策
定
ま
で
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
も
数
回
開
催
さ
れ
た
が
、
ど
う
し
て
も
大
人

の
目
線
の
意
見
が
多
い
と
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら

年
先
に
は
、
基
山
の
大
き
な

10

力
と
な
る
子
ど
も
達
の
思
い
を
聞
き
た
い
と
考
え
、
基
山
町
議
会
広
報
広
聴
常

任
委
員
会
に
お
い
て
、
学
校
の
協
力
を
得
て

月
下
旬
～

月
初
旬
に
ア
ン
ケ
ー

10

11

ト
を
実
施
し
、
小
学
６
年
生
１
３
７
人
・
中
学
１
年
生
１
１
６
人
、
計
２
５
３
人

か
ら
の
回
答
を
得
た
。

そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
み
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
も
う
一
度
基
山
町
の
ま

ち
づ
く
り
を
議
会
と
し
て
見
直
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

思う 87%思う 87%

思わない 6％

どちらでもない 7％

小学生 82％　中学生 91％

小学生 10％
中学生 3％

小学生 8％　中学生 6％

16313思わない

219106113思 う

計（人)中学生（人)小学生（人)

253116137計

18711どちらでもない

質問１．基山町は住みよい町ですか？

87％が住みよい町と思う！ その理由は？

・自然が豊かで空気がきれい。食べ物がおいしい ・優しく思いやりのあるまち。町がきれい

・災害や事故が少なく安心、安全な町 ・交通のアクセスが良く便利

小・中学生どちらからも多かった意見

・静かで暮らしやすい

・楽しいイベントが多い

・店が多く買い物が便利

・集える場所・公共施設が整っている

中学生から多かった意見小学生から多かった意見

住みよいとこばかりじゃない… その理由は？

・買い物をする店（大型店舗）が少ない ・けやき台はコンビニも無く不便

・公園（遊ぶ場所）が少ない ・楽しめる場所（娯楽施設）が無い ・良くも悪くもない

この他にもいろんなことを聞きました（３ページへ続く)
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子
ど
も
達
か
ら
、
興
味
深
い
た
く

さ
ん
の
意
見
を
も
ら
っ
た
。
こ
こ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
一
部

で
あ
る
。

こ
の
子
ど
も
達
の
意
見
に
ど
う
向

き
合
っ
て
い
く
の
か
、
議
会
と
し
て

の
課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

平
成

年

月
頃
に
、
中
学
生
と

29

10

の
﹁
こ
ど
も
議
会
﹂
開
催
に
向
け
て

の
検
討
も
は
じ
め
て
い
る
。

｢
大
人
﹂
の
目
線
だ
け
で
な
く
﹁
子

ど
も
﹂
の
目
線
も
大
切
に
、
今
後
の

活
動
に
臨
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

ご
多
忙
の
中
、
快
く
ご
協
力
い
た

だ
い
た
校
長
先
生
を
は
じ
め
学
校
関

係
者
の
方
々
に
は
、
大
変
お
世
話
に

な
り
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。

最
後
に
、
子
ど
も
達
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
贈
る
。

﹁
未
来
に
向
か
っ
て

頑
張
れ
基
山
っ
子
！
｣

質問２．基山町の好きなところは？

・人が優しく、自然が豊かな基山！
・グラウンド、体育館、図書館など公共施設がある ・きやまん、きやまるが好き

・自分が住んでいる町だから ・有名人の出身地など

質問３．基山町に期待することは？（どんな町になって欲しいか）

・歴史や豊かな自然を残して欲しい（現状維持含む） ・住みよく、やさしい、活気ある町

・笑顔であいさつできる思いやりのある町

小・中学生どちらからも多かった意見

その他の意見

・犯罪、事故、災害が少なく安心

して暮らせる町。平和な町

・面白くにぎやかな町イベントを

たくさんして欲しい

・基山の名産品を

・創作劇のある町

・借金がない町

・全国に名前が知れわたり、観光客がたくさん来る町

・集える場所・公共施設が整っている

中学生から多かった意見小学生から多かった意見

質問４．基山町に言いたいことは？

・子ども達が遊べる公園、サッカーなど自由にスポーツができる場所が欲しい

・町中に街灯を増やして欲しい

・イベントを増やして欲しい、有名人を呼んで！

・閉店中の店を開けたり店を増やして欲しい

・大きな本屋さんが欲しい ・公衆電話をもっと設置して欲しい

・バスケットコート・プールなどの施設が欲しい
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人口増対策・空き家対策を強化 定住促進課を新設

総務文教常任委員会

基山町のこれからを考える‼

第
４
回
定
例
会

議
案
審
議

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

定
住
促
進
係
を
課
と
し
て
独
立

問

定
住
促
進
の
最
も
重
要
な

点
は
業
務
に
関
わ
る
職
員

の
熱
意
で
あ
る
。
担
当
者
が
短
期

間
で
変
わ
る
こ
と
に
不
安
が
あ
る

が
、
ど
う
思
う
か
。

答
正
規
職
員
を
増
員
す
る
こ

と
に
は
限
度
が
あ
り
︑
任
期

付
職
員
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
等

の
人
員
配
置
も
検
討
し
て
い
き
た

い
︒問

健
康
福
祉
課
の
障
が
い
福

祉
係
に
生
活
保
護
や
民
生
、

児
童
委
員
が
組
み
入
れ
ら
れ
、
係
の

名
称
と
業
務
内
容
に
町
民
が
戸
惑

う
の
で
は
な
い
か
。

答
今
後
は
︑
町
民
へ
の
配
慮
等

検
討
し
た
い
︒

一
般
会
計
補
正
予
算

３
億
８
１
２
７
万
円
追
加
し

総
額

億
２
０
８
８
万
円

67

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
５
億
円
超
え

使
途
を
明
確
に
し
て
寄
附
者
や

町
民
に
納
得
し
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
。

移
住
体
験
リ
ノ
ベ
モ
デ
ル
住
宅

問

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

よ
る
企
画
提
案
を
受
け
︑
業

務
委
託
業
者
を
決
定
し
実
施
し
て

い
く
︒

問

６
月
議
会
で
既
に
１
４
０

０
万
円
の
予
算
を
組
み
、
今

回
は
下
水
道
接
続
費
用
と
し
て
２

０
０
万
円
の
補
正
予
算
だ
が
運
用

規
則
、
移
住
体
験
等
全
体
計
画
が
不

明
で
あ
る
。

答
２
件
の
リ
ノ
ベ
モ
デ
ル
住

宅
の
改
築
を
進
め
て
い
る
︒

備
品
等
は
平
成

年
度
予
算
で
組

29

み
た
い
︒
具
体
的
運
用
に
つ
い
て

は
平
成

年
２
月
ま
で
に
は
策
定

29

し
た
い
︒

※
移
住
体
験
リ
ノ
ベ
モ
デ
ル
住
宅
と
は

町
内
の
中
古
住
宅
等
を
改
築
し
、

移
住
体
験
し
て
い
た
だ
く
施
設
。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
シ
ス
テ
ム
利
用
料

利
用
の
中
立
性
を
保
て

問

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配
信
を

職
員
が
共
有
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配
信
に
関
し
て

は
運
用
規
則
等
を
定
め
る
こ
と
を

求
め
る
。

答
個
人
的
な
見
解
に
傾
く
こ

と
が
な
い
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
が
︑
懸
念
を
抱
か
れ
な
い
よ

う
に
運
用
規
則
等
を
検
討
し
た
い
︒

※
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
と
は

電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
発
行
者

が
登
録
者
に
定
期
的
に
情
報
を
届

け
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

第
１
回
臨
時
会

議
案
審
議

一
般
会
計
補
正
予
算

４
億
７
０
１
２
万
円
追
加

基
山
小
・
若
基
小
の
全
普
通
教

室
に
エ
ア
コ
ン
設
置

問

工
事
の
完
了
は
い
つ
か
。

答
平
成

年
７
月
ま
で
に
は

29

完
了
予
定
︒

問

工
事
予
定
の
な
い
特
別
教

室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
ど

う
な
る
の
か
。

答
設
置
は
必
要
だ
と
思
う
が
︑

財
政
面
も
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
︑
設
置
時
期
に
つ
い
て
は

明
確
に
言
え
な
い
︒

基
山
中
学
校
校
舎
大
規
模
改
造

基
山
中
学
校
の
老
朽
化
し
た
校

舎
の
屋
根
・
外
壁
︑
教
室
床
及
び
ト

イ
レ
の
改
修
を
行
う
︒
工
事
は
ト

イ
レ
が
平
成

年
９
月
︑
そ
の
他
が

29

平
成

年

月
完
了
予
定
︒

29

12

▲安心安全快適な環境で子ども達の教育を！

▲準備中のリノベモデル住宅
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子ども医療費助成が、償還払い（町へ申請）から現物給付へ

対象者に分かりやすい説明を‼

厚生産業常任委員会

第
４
回
定
例
会

議
案
審
議

農
業
委
員
会
の
定
数
を
︑
新
設

の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
含
め

人
に

14

問

農
業
委
員
会
の
定
数
条
例

が
、ど
う
制
定
さ
れ
る
の
か
。

答
現
在
の
農
業
委
員
の
定
数

人
を
２
人
減
ら
し
て

13

11

人
と
し
︑
新
た
に
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
３
人
新
設
し
て
農
業

委
員
会
の
定
数
を

人
と
す
る
︒

14

ま
た
農
業
委
員
の
選
出
が
︑
公
選

制
か
ら
町
長
が
議
会
の
同
意
を
得

て
任
命
す
る
方
法
に
変
更
さ
れ
た
︒

問

新
設
さ
れ
る
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
と
は
。

答
｢農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進
﹂
が
農
業
委
員
会
の

義
務
業
務
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
︑

推
進
委
員
は
農
業
委
員
と
連
携
し

な
が
ら
農
地
の
最
適
化
活
動
な
ど

を
行
う
︒

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
が
︑
ま

ず
は
︑
県
内
の
医
療
機
関
で
現

物
給
付
と
な
る

問

ど
の
よ
う
な
改
正
な
の
か
。

答
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
の

医
療
費
助
成
が
︑
県
内
の
医

療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
︑
現
物
給

付
と
な
り
︑
役
場
へ
の
申
請
が
不
要

と
な
る
︒
当
該
対
象
者
に
は
受
給

資
格
者
証
を
発
行
す
る
︒
平
成
29

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
と
な
る
︒

会
田
地
区
の
鳥
栖
市
上
下

水
道
接
続
を
議
決

問

な
ぜ
、
鳥
栖
市
の
上
下
水
道

接
続
な
の
か
。

答
会
田
地
区
の
開
発
事
務
を

鳥
栖
市
と
協
議
す
る
中
で
︑

鳥
栖
市
の
上
下
水
道
が
会
田
地
区

に
近
接
し
て
敷
設
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
︑
今
後
は
正
式
に
鳥
栖
市
水

道
事
業
に
よ
り
給
水
を
行
う
︒
下

水
道
は
︑
鳥
栖
市
公
共
下
水
道
に
処

理
を
委
託
す
る
︒

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

保
険
税
収
納
対
策
事
業

１
５
９
０
万
円

問

交
付
額
増
加
の
要
因
は
。

答
当
初
予
算
で
は
平
成

年
27

度
の
保
険
税
収
納
率
を

・
95

％
で
見
込
ん
で
い
た
が
︑
実
績
値

75は

・

％
と
収
納
率
が
上
昇
し
た

96

52

こ
と
に
よ
り
交
付
額
が
増
加
し
︑
予

算
総
額
３
２
４
０
万
円
と
な
る
︒

第
１
回
臨
時
会

議
案
審
議

一
般
会
計
補
正
予
算

暗
渠
排
水
工
事
費
１
６
９
１
万
円

問

前
年
度
は
、
全
額
国
か
ら
の

補
助
に
よ
る
事
業
で
あ
っ

た
が
、
な
ぜ
今
回
は
町
費
か
ら
も
支

出
を
し
て
い
る
の
か
。

答
こ
の
事
業
は
︑
国
の
定
額
補

助
(

万
円
／

ａ
)
に
よ

18

10

る
も
の
で
︑
前
年
度
は
定
額
補
助
の

範
囲
内
で
実
施
で
き
た
︒
本
年
度

は
︑
当
初
予
算
分
と
補
正
予
算
分
の

２
工
期
分
を
実
施
し
て
お
り
︑
実
施

地
区
の
状
況
か
ら
工
法
を
変
更
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
︑
国
の
定
額
補

助
の
範
囲
内
で
収
ま
ら
な
か
っ
た
︒

事
業
全
体
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
︑

不
足
額
に
つ
い
て
は
町
費
で
ま
か

な
う
︒

な
お
︑
今
回
の
補
正
予
算
分
で
事

業
は
終
了
す
る
︒

個
人
の
財
産
に
町
費
を
入
れ
る

こ
と
か
ら
︑
小
麦
等
の
裏
作
に
も
力

を
入
れ
て
︑
収
入
増
に
つ
な
が
る
取

組
と
な
る
よ
う
要
望
し
た
︒

本
桜
・
城
の
上
線
道
路
改
良
工
事

２
９
８
７
万
円

問

工
事
完
了
の
予
定
は
い
つ

か
。

答
道
路
工
事
︑ブ
ロ
ッ
ク
積
工
︑

の
り
面
工
の
擁
壁
工
事
な

ど
を
経
て
︑
平
成

年
度
の
完
了
を

29

目
指
し
て
い
る
︒た
だ
し
︑水
路
に
つ

い
て
は
︑雨
季
ま
で
に
補
強
を
す
る
︒

問

空
地
の
利
用
は
ど
う
な
る

か
。

答
空
地
は
︑
道
路
工
事
が
終
わ

る
こ
ろ
︑
下
水
道
を
３
年
計

画
で
敷
設
し
て
︑
宅
地
と
し
て
の
利

用
を
考
え
て
い
る
︒

▲ＪＲ弥生が丘駅に隣接する会田地区

▲再利用はどうする、ため池埋立て地
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賛 否 表

木

村

照

夫

牧

薗

綾

子

1110987654321

〇

賛否が分かれた議案 ○賛成 ●反対 議長は採決に加わりません。

議案
番号

議場における国旗及び町旗の掲揚に関する決議

議 案 名

発議１

全議案および賛否表

全会一致で可決・同意した議案

平成28年第１回臨時会

議 案 名
議案
番号

平成28年度一般会計補正予算（第３号）議案42

議長交際費執行状況表（平成28年度10月〜12月）

11/８〜10 厚生産業常任委員会視察研修土産12,000

５21,000

接 遇

２ 35,294

支出の相手方及び行事名等支出金額（円)

累計額（円)

支出種別

10/17〜19 総務文教常任委員会視察研修土産9,000接 遇

累計件数（件)合計額（円)合計件数（件)

議案43

議案44

議案45

議案46

議案47

議案48

町長、副町長及び教育長の諸給与条例の一部改正に
ついて

議案52

税条例等の一部改正について議案53

平成28年第４回定例会（12月議会）

議 案 名
議案
番号

一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例
及び職員の給与に関する条例の一部改正について

議案50

町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正について

農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の
定数条例の制定について

農業委員会委員候補者選考委員会設置条例の制定
について

課設置条例の一部改正について

職員定数条例の一部改正について

町立図書館協議会設置条例の一部改正について

印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正につ
いて

議案51

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正に
ついて

議案49

平成28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２
号）

議案60

議 案 名
議案
番号

国民健康保険条例の一部改正について議案55

子どもの医療費の助成に関する条例の一部改正に
ついて

議案54

農業委員会の委員の過半数を認定農業者等又はこれらに
準ずる者とすることにつき同意を求めることについて

同意７

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を
求めることについて

平成28年度下水道事業会計補正予算（第３号）議案61

同意６

平成28年度国民健康保険特別会計補正予算（第３
号）

議案59

平成28年度一般会計補正予算（第４号）議案58

基山町と鳥栖市との公共下水道事業に係る事務の
委託に関する規約の変更について

議案57

鳥栖市水道事業施設の使用に関する鳥栖市との協
議について

議案56
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12人が町政を問う
一般質問一般質問一般質問

町議会ホームページ
http://www.town.kiyama.lg.jp/site/gikai/

　一般質問とは、議員が町政について自由に質
問をすることをいいます。質問する項目は事前
に通告します。基山町の場合は、時間内であれ
ば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答
方式」を採用しています。
　本議会の様子はYouTube（ユーチューブ）で
試験的に配信しています。視聴方法等は町議会
ホームページをご覧ください。

（傍聴者 のべ81人）

ど
う
い
う
状
況
で
進
ん
で
い

る
の
か
。

答

平
成

年
度
か
ら
ス

30

タ
ー
ト
す
る
小
学
校
英
語
科

に
向
け
︑
小
学
校
教
諭
の
中

学
校
英
語
科
の
免
許
取
得
の

研
修
等
を
実
施
し
︑
町
内
の

小
中
学
生
に
対
し
英
語
検
定

の
受
験
費
用
補
助
を
行
う
︒

問

小
学
校
５
・
６
年
生
の

外
国
語
活
動
の
定
着
に
つ
い

て
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

答

当
初
と
比
べ
教
職
員
へ

の
研
修
が
充
実
し
教
師
の
指

導
力
は
向
上
し
た
︒
Ａ
Ｌ
Ｔ

に
よ
る
外
国
語
活
動
の
実
施

で
︑
児
童
の
外
国
語
活
動
に

対
す
る
意
識
も
高
ま
っ
て
き

て
い
る
︒

問

中
学
校
学
習
指
導
要
領

で
、
外
国
語
の
授
業
時
間
が

約
３
割
増
へ
充
実
さ
れ
た
。

従
前
の
指
導
と
何
か
変
わ
っ

た
か
。

答

読
む
・
書
く
を
重
視
し

た
指
導
か
ら
︑
聞
く
・
話
す

を
加
え
た
４
技
能
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
た
指
導
へ
改
善
さ

れ
︑
取
扱
う
単
語
の
数
が
増

加
し
た
︒

問

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

の
改
正
に
向
け
た
審
議
会
で

の
検
討
は
進
ん
で
い
る
の

か
。

答

平
成

年
中
に
議
論
の

27

の
ち
︑
平
成

年
３
月
に
答

28

申
書
が
提
出
さ
れ
た
︒
３
つ

の
項
目
に
つ
い
て
条
例
の
運

用
上
の
提
言
を
受
け
︑
改
善

に
向
け
対
応
を
行
っ
て
い
る
︒

小
中
学
校
に
お
け
る
外
国

語
教
育
に
つ
い
て

問

国
際
教
育
の
推
進
は
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
今

後
ど
う
進
め
る
の
か

問

協
働
の
ま
ち
を
目
指
す

上
で
、
問
題
点
は
ど
う
い
う

こ
と
が
あ
る
か
。

答

行
政
の
見
え
る
化
を
行

い
な
が
ら
︑
町
民
一
人
ひ
と

り
が
ま
ち
づ
く
り
へ
参
加
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
必

要
が
あ
る
︒

問

基
山
町
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
を
推
進
し
、
ど
う
結

束
で
き
る
ま
ち
を
創
出
し
て

い
く
の
か
、
具
体
例
を
。

答

第
３
区
で
は
︑
自
主
防

災
組
織
を
立
ち
上
げ
自
主
避

難
訓
練
を
行
っ
て
い
る
︒
第

７
区
及
び
け
や
き
台
地
区
で

は
︑
地
域
で
の
見
守
り
活
動

を
強
化
す
る
た
め
の
認
知
症

声
か
け
訓
練
を
実
施
し
た
︒

問

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
改
正
は

答

審
議
会
答
申
を
尊
重
し
行
わ
な
い

牧
薗

綾
子
議
員▲住民参加の認知症声かけ訓練の様子
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答

佐
賀
県
と
河
川
愛
護
協

会
が
委
託
契
約
を
結
ぶ
と
い

う
点
で
は
収
益
事
業
に
な

る
︒

問

収
益
事
業
な
ら
だ
れ
が

収
益
を
得
て
い
る
の
か
。

答

河
川
清
掃
さ
れ
て
い
る

区
や
地
区
に
な
る
︒

問

そ
の
収
益
金
は
区
の
運

営
費
や
地
区
の
活
動
費
に
な

り
、
個
人
に
配
布
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
区
や
地

区
の
協
働
事
業
と
し
て
、
住

民
が
参
加
し
て
い
る
の
で
は

な
い
の
か
。

問

年
２
回
︵
春
・
秋
︶
河

川
清
掃
︵
除
草
・
焼
却
︶
を

さ
れ
て
い
る
区
は
。

答

１
区
か
ら
９
区
と

区
11

の

行
政
区
が
基
山
町
河
川

10
愛
護
協
会
を
組
織
さ
れ
︑
佐

賀
県
︵
東
部
土
木
事
務
所
︶

と
委
託
契
約
を
結
ば
れ
て
実

施
さ
れ
て
い
る
︒

問

基
山
町
は
ど
の
よ
う
な

立
場
か
。

答

県
と
町
の
直
接
な
契
約

等
は
な
い
︒
庶
務
の
一
部
の

手
伝
い
を
し
て
い
る
︒

問

現
在
の
業
務
委
託
請
負

単
価
は
い
く
ら
か
。

答

年
２
回
行
う
の
で
１
㎡

あ
た
り

・
７
円
に
な
っ
て

76

い
る
︒

問

河
川
清
掃
は
収
益
事
業

か
。
そ
れ
と
も
協
働
事
業

か
。 問

河
川
清
掃
、
現
行
ど
お
り
に
働
き
か
け
を

答

再
度
︑
佐
賀
県
の
方
に
申
入
れ
た
い

重
松

一
徳
議
員

答

そ
う
い
う
点
で
は
協
働

事
業
と
認
識
す
る
︒

問

来
年
度
か
ら
、
現
行
の

年
２
回
を
１
回
に
と
い
う
こ

と
が
佐
賀
県
か
ら
言
わ
れ
て

い
る
と
聞
く
が
、
ど
う
な
る

の
か
。

答

県
内
で
は
原
則
年
１
回

の
作
業
に
対
し
て
委
託
料
が

払
わ
れ
て
い
る
︒
現
在
︑
年

２
回
は
鳥
栖
三
養
基
地
区
の

自
治
会
の
み
に
な
っ
て
い

る
︒
基
山
町
と
し
て
は
現
行

ど
お
り
年
２
回
の
契
約
継
続

を
お
願
い
し
て
い
る
︒

問

も
し
年
１
回
に
な
っ
た

場
合
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が

出
る
と
推
測
さ
れ
る
か
。

答

一
番
の
問
題
は
区
の
収

入
が
減
り
︑
区
費
が
高
く
な

る
こ
と
︒
景
観
が
保
て
る
の

か
等
が
あ
る
︒
ま
た
安
心
安

全
を
守
る
の
が
町
の
責
務
で

あ
り
︑
再
度
佐
賀
県
へ
の
申

入
れ
を
行
い
た
い
︒

そ
の
他
の
質
問

行
政
組
織
か
ら
自
治
会
組

織
へ

現
行
の
行
政
組
織
の
良
い
と

こ
ろ
は
残
し
つ
つ
︑
町
と
区

が
対
等
な
関
係
に
な
る
よ
う

に
検
討
す
る
よ
う
に
要
望
し

た
︒

▲協働で行う河川清掃

時
間
前
の
鍵
の
貸
与
等
の
意

見
が
あ
り
︑

年
度
当
初
か

28

ら
改
善
︒
今
年
度
に
お
い
て

は
特
段
の
も
の
は
な
い
︒

問

体
育
施
設
に
つ
い
て

は
。

答

年
度
に
町
営
球
場
・

27

多
目
的
運
動
場
の
ス
コ
ア

ボ
ー
ド
の
修
繕
︑
シ
ャ
ワ
ー

ボ
イ
ラ
ー
の
修
繕
︑
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の
更
新
が
あ

り
︑同
年
度
中
に
対
応
完
了
︒

今
年
度
に
お
い
て
は
︑
特
段

の
も
の
は
な
い
︒

問

今
後
の
両
施
設
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答

両
施
設
と
も
︑
老
朽
化

問

指
定
管
理
者
が
変
わ
っ

て
２
年
８
カ
月
が
経
過
し
た

現
状
の
管
理
運
営
に
対
す
る

所
感
は
。

答

利
用
者
の
方
々
に
満
足

し
て
も
ら
え
る
よ
う
︑
指
定

管
理
者
及
び
担
当
課
に
よ
る

毎
月
開
催
の
会
議
に
お
い
て

報
告
・
協
議
し
て
お
り
︑
適

切
な
管
理
運
営
が
な
さ
れ
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
︒

問

町
と
し
て
、
指
定
管
理

者
に
一
番
強
く
要
望
し
て
い

る
こ
と
は
。

答

安
全
な
維
持
管
理
運

営
︑
利
用
者
数
の
向
上
︑
自

主
事
業
の
充
実
を
要
望
し
て

い
る
︒

問

町
民
会
館
の
管
理
運
営

に
関
し
て
、
町
民
か
ら
意

見
・
提
言
・
要
望
等
は
。

答

年
度
に
定
期
利
用
団

27

体
と
の
予
約
の
調
整
︑
予
約

に
伴
う
様
々
な
更
新
が
予
想

さ
れ
る
︒
安
全
で
良
好
な
管

理
の
た
め
︑
必
要
な
設
備
等

に
つ
い
て
は
計
画
的
に
実
施

し
た
い
︒
平
成

年
度
に
は

31

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
︑

年
度
に
は
国
体
の
開

35

催
も
予
定
さ
れ
て
い
る
︒
今

以
上
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
︒

基
山
町
の
文
化
祭
は

問

文
化
祭
の
現
況
は
。

答

今
年
度
は
﹁
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
﹂
等
新
し
い
試
み
も

行
い
︑
多
く
の
方
々
に
出

演
・
来
館
し
て
い
た
だ
き
︑

盛
り
上
が
っ
た
文
化
祭
に

な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
︒

問

よ
り
参
加
型
の
文
化
祭

に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答

頑
張
っ
て
い
る
方
が

も
っ
と
頑
張
れ
る
よ
う
に
ま

ず
応
援
す
る
︒
子
ど
も
の
参

加
は
︑
将
来
の
文
化
振
興
の

た
め
に
も
検
討
す
る
︒

問

町
民
会
館
・
体
育
施
設
の
管
理
運
営
は

答
指
定
管
理
者
で
適
切
に
な
さ
れ
て
い
る

河
野

保
久
議
員

▲大ホールの稼働率アップを

▲トレーニングマシンも更新済み
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じ
る
人
権
侵
害
︑
暴
力
で
あ

る
︒

問

｢
い
じ
め
｣
を
ど
の
よ
う

な
方
法
で
把
握
し
て
い
る
の

か
。

答

教
師
が
お
か
し
い
と
感

じ
た
場
合
の
声
か
け
︑
児
童

生
徒
や
保
護
者
の
相
談
︑
い

じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を

し
て
い
る
︒

先
生
の

％
が
﹁
過
労
死

12

ラ
イ
ン
﹂

問

｢
い
じ
め
｣
の
早
期
発
見

は
、
先
生
の
役
割
。
し
か
し

現
状
は
﹁
過
労
死
ラ
イ
ン
﹂

と
さ
れ
て
い
る
残
業
月

時
80

間
以
上
の
先
生
が

％
以
上

12

だ
。
多
忙
な
中
で
﹁
い
じ
め

の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
﹂

と
言
え
る
の
か
。

答

大
丈
夫
だ
と
は
思
っ
て

い
な
い
︒
｢い
じ
め
｣の
問
題

は
ど
ん
な
に
多
忙
で
も
対
処

し
て
い
る
︒
複
数
の
教
師
の

目
で
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い

問

青
森
の
中
学
校
で
起
き

た
｢
い
じ
め
自
殺
｣
、
福
島
原

発
事
故
で
避
難
し
た
生
徒
へ

の
﹁
ば
い
菌
扱
い
い
じ
め
﹂

に
は
心
が
痛
む
。
い
じ
め
を

止
め
る
こ
と
は
私
た
ち
の
責

任
だ
。
基
山
町
で
は
ど
う
か
。

答

平
成

年
度
基
山
小
・

27

中
学
校
で
６
件
︒

問

｢
い
じ
め
﹂
を
ど
う
考

え
る
の
か
。

答

人
間
の
尊
厳
を
踏
み
に

松
石

信
男
議
員

問

い
じ
め
は
何
件
あ
る
か

答

基
山
小
２
件
︑
基
山
中
４
件

る
︒

問

｢
い
じ
め
﹂
の
早
期
発

見
に
は
、
先
生
が
﹁
子
ど
も

と
向
き
合
う
時
間
の
保
障
﹂

こ
そ
が
必
要
。
そ
の
た
め
に

多
忙
解
消
の
手
立
て
は
取
っ

て
い
る
の
か
。

答

い
ま
︑
小
・
中
学
校
で

は
定
時
退
勤
日
を
作
っ
た

り
︑
管
理
職
が
率
先
し
て
呼

び
か
け
て
い
る
︒
若
干
は
短

く
な
っ
て
い
る
が
︑
多
忙
の

解
消
は
難
し
い
と
い
う
の
が

実
情
だ
︒

問

学
校
い
じ
め
対
策
委
員

会
と
基
山
町
い
じ
め
問
題
対

策
委
員
会
は
開
催
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答

基
山
小
で
は
２
週
間
に

１
度
︑
若
基
小
は
１
カ
月
に

１
度
︑
基
山
中
で
は
毎
週
実

施
し
て
い
る
︒
基
山
町
い
じ

め
問
題
対
策
委
員
会
は
﹁
重

大
事
態
﹂
の
発
生
が
無
い
の

で
開
催
し
て
い
な
い
︒

問

い
じ
め
防
止
は
﹁
何
よ

り
も
子
ど
も
の
命
が
一
番
大

事
﹂
と
い
う
姿
勢
が
必
要
だ
。

答

基
山
町
い
じ
め
問
題
対

策
委
員
会
で
意
見
交
換
も
必

要
と
思
う
︒

▲基山中学校

答

第
５
次
基
山
町
総
合
計

画
で
は
︑
１
万
８
０
０
０
人

の
人
口
を
目
標
と
し
て
お

り
︑
現
段
階
で
余
剰
施
設
と

な
る
見
込
み
は
な
い
た
め
︑

近
々
に
除
去
︑
集
約
化
等
を

検
討
す
る
施
設
は
な
い
︒

問

本
年
度
、
国
の
補
正
予

算
で
計
上
さ
れ
た
地
方
創
生

拠
点
整
備
交
付
金
の
運
用
に

関
連
す
る
基
山
町
の
事
業
計

画
は
あ
る
か
。

答

基
山
町
で
は
既
存
の

﹁
基
山
町
老
人
憩
の
家
﹂
を

町
民
総
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
︑
高
齢
者
や
障
が

い
の
あ
る
方
︑
子
ど
も
・
子

育
て
世
代
等
の
多
世
代
が
交

流
で
き
る
拠
点
と
し
て
改
築

整
備
す
る
こ
と
と
し
て
交
付

金
を
申
請
し
た
い
と
考
え
て

い
る
︒

２
０
２
４
年
に
は
基
金
残

高
︵
貯
金
︶
が
不
足
。
ど

う
な
る
財
政
計
画

問

２
０
２
５
年
度
ま
で
の

問

基
山
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
期
間
内
︵
２
０

１
６
～
２
０
４
５
年
︶
の
総

額
と
内
訳
は
。

答

投
資
的
経
費
︵
既
存
更

新
分
及
び
新
規
整
備
分
︶
の

総
額
は
︑

年
間
で
３
０
７

30

億
７
０
０
０
万
円
︒
年
平
均

投
資
総
額
は
︑
１
年
あ
た
り

億
円
︒
そ
の
年
平
均
投
資

10内
訳
は
︑
公
共
施
設
が
６
億

４
０
０
０
万
円
︑
道
路
が
２

億
６
０
０
０
万
円
︑
橋
梁
が

６
０
０
０
万
円
︑
都
市
公
園

が
４
０
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
︒
下
水
道
整
備
費
に
つ

い
て
は
︑
全
体
計
画
の
見
直

し
を
計
画
し
て
お
り
︑
盛
り

込
ん
で
い
な
い
︒

問

公
共
施
設
の
除
去
、
集

約
化
・
複
合
化
、
転
用
事
業

等
に
係
る
政
府
の
地
方
財
政

措
置
適
用
を
受
け
る
予
定
の

施
設
は
あ
る
か
。

各
年
度
別
一
般
会
計
の
基
金

残
高
、
町
債
残
高
、
公
債
費

の
推
移
は
ど
う
な
る
か
。

答

本
年
度
策
定
し
た
中
長

期
財
政
計
画
で
は
︑
２
０
１

６
年
度
の
年
度
末
基
金
残
高

が

億
８
５
０
０
万
円
︑
年

21
度
末
町
債
残
高
が

億
４
４

60

０
０
万
円
︑
公
債
費
が
６
億

３
０
０
万
円
︑
２
０
２
０

1年
度
が
基
金
７
億
５
９
０
０

万
円
︑
町
債

億
７
０
０
万

62

円
︑
公
債
費
５
億
８
５
０
０

万
円
︑
２
０
２
５
年
度
が
基

金
△
２
億
円
︑
町
債

億
１

61

３
０
０
万
円
︑
公
債
費
５
億

１
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
︵
詳
細
は
左
記
参
照
︶︒

松
石

健
児
議
員

問

期
間
内
年
平
均
投
資
額
は

答

１
年
あ
た
り

億
円
と
な
っ
て
い
る

10

▼一般会計の基金残高、町債残高、公債費の推移

7591,1991,6181,9432,185基金残高

20202019201820172016年度

613公債費

5,885

97

2023

6,2076,1576,1445,9466,044町債残高

365

2021

585

5,935

238

2022

604584596

町債残高

基金残高

年度

6,115

538556563公債費

6,113

△200

2025

5,991

△41

2024

510519

単位：百万円
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り
を
進
め
ら
れ
る
か
。

答

単
身
世
帯
の
転
入
が
要

因
だ
︒
子
育
て
・
若
者
世
帯

等
の
人
口
増
に
繋
が
る
施
策

で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
︒

問

人
口
減
少
、
高
齢
化
で

財
源
確
保
が
課
題
。
町
が
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
の
バ
ラ

ン
ス
は
。
そ
し
て
見
通
し
は
。

答

将
来
に
向
け
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供
を
図

り
健
全
財
政
を
継
続
し
て
い

く
に
は
︑
歳
入
増
策
と
経
費

削
減
や
重
点
配
分
に
よ
る
歳

出
削
減
策
を
同
時
に
行
う
︒

問

職
員
の
他
団
体
と
の
人

事
交
流
。
評
価
と
計
画
は
。

答

派
遣
を
受
け
た
職
員
は

高
い
職
務
意
識
や
仕
事
の
手

法
を
周
囲
に
伝
え
て
い
る
︒

派
遣
し
た
職
員
も
大
き
な
成

果
が
出
て
い
る
︒
今
後
も
実

施
し
て
い
く
︒

問

本
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
り
遊
休
農
地
の
課
税
が
強

化
さ
れ
る
。
主
旨
と
基
山
町

の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答

遊
休
農
地
の
課
税
強
化

は
農
地
法
に
基
づ
き
農
業
委

員
会
が
農
地
所
有
者
に
対

し
︑
農
地
中
間
管
理
機
構
と

の
協
議
を
勧
告
し
た
農
振
地

内
の
遊
休
地
を
対
象
と
し
て

採
ら
れ
る
措
置
︒
こ
の
協
議

勧
告
を
行
う
場
合
は
︑
機
構

へ
の
貸
付
の
意
思
を
表
明
せ

ず
︑
耕
作
再
開
も
行
わ
れ
な

い
な
ど
︑
放
置
し
て
い
る
場

合
に
限
定
し
て
実
施
︒
い
ま

の
と
こ
ろ
基
山
町
で
課
税
強

化
さ
れ
る
農
地
は
な
い
と
考

え
て
い
る
︒

｢
人
の
育
成
｣
は
基
山
の
ま

ち
づ
く
り
の
根
幹

問

人
口
の
減
少
に
対
し
世

帯
数
は
増
え
て
い
る
。
ど
の

よ
う
に
分
析
し
、
ま
ち
づ
く

問

農
家
の
後
継
者
づ
く
り

に
真
剣
に
取
り
組
め
。
対
策

は
。

答

後
継
者
不
足
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
︒
農
家
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
︑
農
地
の
保

全
が
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る

災
害
の
発
生
や
イ
ノ
シ
シ
等

の
獣
害
被
害
の
拡
大
に
よ
る

生
活
安
全
の
問
題
︑
集
落
の

衰
退
な
ど
多
方
面
に
影
響
が

出
る
︒町
全
体
で
取
り
組
む
︒

問

耕
作
放
棄
地
が
増
加
し

て
い
る
が
危
機
感
を
も
っ
て

取
り
組
め
。
基
山
町
の
イ

メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る

最
重
要
事
項
で
あ
る
。

答

近
隣
農
家
で
の
貸
借
に

も
限
界
が
来
て
い
る
︒
今
年

設
置
し
た
基
山
農
業
活
性
化

協
議
会
等
で
農
家
と
共
に
目

標
を
も
っ
て
取
り
組
む
︒

問

基
山
町
の
農
林
業
の
課
題
は
農
家
だ
け
の
も
の
か

答

基
山
町
全
体
の
課
題
で
あ
る

末
次

明
議
員

▲基山産の新鮮野菜

妊
婦
歯
科
健
診
に
つ
い
て

問

妊
娠
中
の
歯
科
予
坊
の

取
組
状
況
は
ど
う
し
て
い
る

の
か
。

答

三
養
基
・
鳥
栖
地
区
歯

科
医
師
会
で
実
施
し
て
い
る

無
料
歯
科
健
診
受
診
券
を
︑

母
子
手
帳
発
行
時
に
配
布
し

て
い
る
︒

問

妊
婦
歯
科
健
診
の
必
要

性
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答

妊
娠
に
よ
る
体
調
︑
生

活
の
変
化
で
︑
虫
歯
や
歯
周

病
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
や
す

く
︑
そ
の
こ
と
が
︑
お
な
か

の
赤
ち
ゃ
ん
に
影
響
す
る
こ

と
か
ら
︑
今
後
も
町
と
し
て

は
推
奨
し
て
い
く
︒

フ
ッ
化
物
塗
布
の
取
組
は

問

小
・
中
学
校

で
の
フ
ッ
化
物
洗

口
の
取
組
状
況
は
。

答

毎
週
１
回
︑

朝
の
時
間
に
実
施

し
て
お
り
︑
実
施

率
は
基
山
小

・
91

防
災
対
策
に
つ
い
て

問

聞
き
取
り
に
く
い
防
災

行
政
無
線
の
解
消
に
、
個
別

受
信
機
を
公
共
施
設
に
、
ま

た
一
般
家
庭
に
は
購
入
補
助

制
度
で
設
置
の
考
え
は
な
い

の
か
。

答

解
消
策
と
し
て
︑
防
災

行
政
無
線
が
鳴
っ
た
時
に
︑

電
話
で
確
認
で
き
る
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
向
け
て
検
討
し

て
い
る
︒
そ
の
後
︑
情
報
伝

達
手
段
を
整
備
し
て
い
く
中

で
検
討
し
た
い
︒

問

緊
急
指
定
避
難
施
設
の

総
合
体
育
館
と
武
道
場
の
天

井
な
ど
、
耐
震
化
は
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答

建
物
の
耐
震
は
確
保
さ

れ
て
い
る
が
︑
天
井
パ
ネ
ル

や
照
明
な
ど
の
耐
震
性
は
︑

調
査
検
討
す
る
︒

７
％
︑
若
基
小

％
︑
基
山

90

中

・
８
％
︒

81
問

５
歳
未
満
へ
の
フ
ッ
化

物
塗
布
は
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
５
歳
児
の
取
組
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答

５
歳
児
の
集
団
塗
布
は

し
て
い
な
い
︒
今
後
︑
調
査

し
て
実
施
に
向
け
て
検
討
し

た
い
︒

問

保
育
園
幼
稚
園
で
フ
ッ

化
物
洗
口
を
さ
れ
て
い
た

が
、
取
り
や
め
た
理
由
は
何

か
。

答

平
成

年
度
に
取
り
や

17

め
た
︒
幼
児
期
に
実
施
す
る

こ
と
で
誤
飲
な
ど
の
恐
れ

や
︑
町
の
人
的
対
応
が
難
し

く
な
っ
た
た
め
︒

問

県
内

市
町
の
保
育
園

19

幼
稚
園
で
フ
ッ
化
物
洗
口
を

実
施
し
て
い
る
が
、
基
山
町

だ
け
実
施
し
て
い
な
い
。
再

度
見
直
し
は
で
き
な
い
の
か
。

答

取
り
や
め
た
経
緯
も
含

め
て
調
査
す
る
︒

問

個
別
受
信
機
の
公
共
施
設
へ
の
設
置
は

答
有
効
な
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
︑
検
討
し
た
い

大
久
保
由
美
子
議
員

▲フッ化物洗口の様子
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基
山
町
の
条
件
に
合
う
よ
う

な
仕
組
み
が
で
き
な
い
か
︑

国
・
県
へ
要
望
し
て
い
く
︒

な
お
︑
町
に
は
﹁
農
業
生
産

基
盤
整
備
事
業
﹂
が
あ
り
︑

国
・
県
の
補
助
対
象
と
な
ら

な
い
も
の
を
前
提
に
暗
渠
排

水
事
業
を
対
象
と
し
て
い

る
︒

新
教
育
長
制
度
移
行
に
つ

い
て

問

新
教
育
長
制
度
に
伴
う

教
育
長
の
抱
負
は
。

答

現
代
の
知
識
基
盤
社
会

に
あ
っ
て
︑
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
生
き
抜
い
て
い
く
子
ど

も
た
ち
に
欠
か
せ
な
い
の

は
︑
知
識
の
習
得
で
あ
る
︒

そ
の
た
め
に
一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と

し
た
学
力
を
つ
け
て
い
き
た

い
︒
教
育
委
員
会
の
会
議
に

お
い
て
︑
た
だ
単
に
教
育
長

の
考
え
や
︑
事
務
局
の
提
案

を
追
認
す
る
会
議
に
な
ら
な

い
よ
う
︑
委
員
会
で
活
発
な

議
論
を
し
︑
合
議
制
で
教
育

行
政
を
進
め
て
い
く
と
い
う

本
来
の
目
的
を
逸
脱
し
な
い

よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
︒

問

町
内
の
暗
渠
排
水
事
業

の
進
捗
状
況
は
。

答

国
の
農
業
基
盤
整
備
促

進
事
業
で
取
り
組
ん
で
い
る

暗
渠
排
水
事
業
は
︑
平
成
26

年
度
要
望
を
取
り
ま
と
め
た

約

を
昨
年
度
か
ら
取
り

27
ha

組
ん
で
い
る
︒
国
の
内
示
額

か
ら
約
半
数
の

・
７

を

13

ha

行
い
︑
本
年
度
残
り
の

・
13

３

を
実
施
す
る
︒

ha
問

基
盤
整
備
事
業
が
未
実

施
地
域
の
暗
渠
排
水
事
業
は

で
き
な
い
の
か
。

答

国
の
補
助
事
業
を
活
用

す
る
場
合
︑
農
業
基
盤
整
備

を
実
施
し
た
農
地
を
対
象
と

し
て
い
る
︒
基
盤
整
備
が
さ

れ
て
な
い
水
田
は
対
象
に
は

な
ら
な
い
︒
し
か
し
︑
基
盤

整
備
未
実
施
の
水
田
で
あ
っ

て
も
︑
暗
渠
排
水
事
業
に
よ

る
排
水
状
況
の
改
善
を
し
な

け
れ
ば
︑
ま
す
ま
す
耕
作
条

件
が
悪
化
し
借
り
手
も
つ
か

ず
︑
耕
作
放
棄
地
化
す
る
︒

問

暗
渠
排
水
事
業
の
展
開
は

答
基
盤
整
備
が
さ
れ
て
な
い
水
田
は
対
象
外

木
村

照
夫
議
員

問

総
合
教
育
会
議
に
よ
っ

て
、
首
長
が
教
育
行
政
の
方

針
を
定
め
る
こ
と
に
な
る
の

か
。

答

首
長
と
教
育
委
員
会
で

構
成
す
る
総
合
教
育
会
議
に

お
い
て
︑
教
育
行
政
の
重
点

的
に
講
ず
べ
き
施
策
等
に
つ

い
て
協
議
︑
調
整
を
す
る
こ

と
に
よ
り
︑
両
者
が
教
育
政

策
の
方
向
性
を
共
有
し
た
う

え
で
︑
一
致
し
て
執
行
に
あ

た
る
︒
な
お
︑
｢教
育
大
綱
｣

は
︑
町
の
教
育
の
目
標
や
施

策
の
根
本
的
な
方
針
と
し

て
︑
首
長
が
策
定
す
る
こ
と

に
な
る
︒

問

今
後
の
課
題
は
何
か
。

答

町
長
と
の
あ
る
べ
き
関

係
も
教
育
委
員
会
の
課
題
に

対
す
る
取
組
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
む
よ
う
に
︑
日
頃
か
ら
連

絡
を
密
に
し
︑
重
大
な
問
題

は
町
長
と
協
議
し
迅
速
に
対

応
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

う
︒

▲排水不良で耕起できない水田

答

作
成
は
行
っ
て
お
ら

ず
︑
今
後
検
討
し
て
い
く
︒

問

避
難
者
カ
ー
ド
は
、
自

治
体
で
内
容
に
バ
ラ
ツ
キ
が

あ
る
。
広
域
災
害
時
に
標
準

化
が
求
め
ら
れ
る
。
県
へ
の

提
案
を
。

答

現
在
︑
県
の
首
長
会
議

で
原
子
力
発
電
所
の
議
題
を

話
し
て
い
る
︒
広
域
災
害
を

想
定
し
︑
こ
の
会
議
で
提
案

し
た
い
︒

問

法
改
正
に
よ
る
個
別
計

画
の
策
定
状
況
は
。

答

策
定
し
て
い
な
い
︒
直

轄
管
理
河
川
に
お
い
て
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
た
め
︑

今
後
検
討
し
て
い
く
︒

問

大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
業
務
継
続
計
画
︵
Ｂ
Ｃ
Ｐ
︶

の
策
定
状
況
は
。

答

早
急
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
︒

問

町
内
で
﹁
避
難
指
示
﹂

が
発
令
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
災
害
と
は
何
か
。

答

避
難
指
示
は
︑
災
害
の

前
兆
現
象
や
人
的
被
害
の
危

険
性
が
非
常
に
高
い
と
判
断

し
た
場
合
に
発
令
さ
れ
る

が
︑
台
風
等
の
土
砂
災
害
や

浸
水
が
想
定
さ
れ
る
︒

問

町
で
は
地
域
的
、
地
盤

的
に
大
災
害
は
起
こ
り
に
く

い
と
い
う
風
潮
が
な
い
か
。

答

避
難
勧
告
︑
避
難
指
示

は
過
去
に
な
い
が
︑
土
砂
災

害
や
氾
濫
は
あ
る
︒
躊
躇
せ

ず
に
発
令
す
る
判
断
を
行

う
︒

問

国
の
指
針
で
要
配
慮
者

へ
の
き
め
細
か
な
支
援
が
必

要
と
さ
れ
る
避
難
者
カ
ー
ド

の
作
成
は
。

問

避
難
者
カ
ー
ド
標
準
化
の
提
案
を

答

県
内
の
首
長
会
議
で
提
案
す
る

久
保
山
義
明
議
員

問

業
務
継
続
計
画
で
柱
と

な
る
首
長
不
在
時
の
代
行
順

位
、
庁
舎
機
能
不
全
時
の
代

替
庁
舎
の
特
定
、
災
害
時
優

先
電
話
の
確
保
、
行
政
の

デ
ー
タ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

は
。

答

代
行
順
位
は
決
裁
順
位

で
︑
代
替
庁
舎
は
今
後
検
討

す
る
︒
災
害
時
優
先
電
話
は

衛
星
電
話
で
︑
デ
ー
タ
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
は
前
日
ま
で

の
デ
ー
タ
を
確
保
し
て
い

る
︒

問

自
主
防
災
組
織
は
ま
ち

づ
く
り
基
金
で
は
な
く
、
ま

ち
づ
く
り
計
画
と
し
て
地
区

防
災
計
画
を
。

答

計
画
だ
け
で
な
く
︑
ま

ず
実
践
行
動
を
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
︑
行
政
と
し
て
も

支
援
す
る
︒

▲行政区単位での防災計画も視野に
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問

大
き
く
育
っ
た
街
路
樹

は
、
成
長
と
共
に
様
々
な
問

題
を
起
こ
し
て
い
る
。

今
後
、
老
木
と
な
り
、
倒

木
な
ど
新
た
な
問
題
も
起
こ

る
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
れ
で

も
、
今
の
対
処
方
法
の
み
の

管
理
を
続
け
る
の
か
。

答

今
の
と
こ
ろ
現
状
の
管

理
で
行
っ
て
い
く
つ
も
り
で

あ
る
︒必
要
に
応
じ
て
︑よ
り

効
率
的
・
効
果
的
な
管
理
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

問

町
の
財
源
が
縮
小
す
る

中
で
は
民
意
を
問
い
な
が

ら
、
間
引
き
な
ど
に
よ
る
本

数
の
削
減
や
若
木
・
低
木
へ

の
植
え
替
え
等
、
中
長
期
的

な
街
路
樹
の
維
持
管
理
の
計

画
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

町
民
の
い
ろ
い
ろ
な
意

見
に
対
し
︑
ど
の
よ
う
に
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
取
っ
て
い
く

の
か
が
大
事
で
あ
る
︒
行
政

と
し
て
も
将
来
的
に
は
削
減

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
で
も
あ
り
︑
そ
の

街
路
樹
の
本
来
の
目
的
は

何
か
。
今
後
ど
う
管
理
す

る
の
か

問

維
持
管
理
費
の
財
源
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

け
や
き
台
で
は
平
成
25

年
度
ま
で
は
一
般
財
源
と
け

や
き
台
緑
地
維
持
管
理
基
金

の
充
当
に
よ
り
支
出
し
て
き

た
︒
平
成

年
度
以
降
は
︑

26

基
金
の
枯
渇
に
よ
り
一
般
財

源
の
み
の
支
出
と
な
っ
て
い

る
︒

問

住
宅
地
沿
線
の
街
路
樹

は
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
問
題
解
決
の
た
め
に
何

を
行
っ
て
い
る
か
。

答

幾
多
の
方
法
で
情
報
が

入
り
︑
確
認
し
た
後
︑
対
処

方
法
を
検
討
し
︑
業
務
委
託

な
ど
で
対
応
し
て
い
る
︒

問

街
路
樹
の
維
持
管
理
は
中
長
期
で
管
理
計
画
を

答

町
民
の
合
意
を
得
な
が
ら
進
め
る

桒
野

久
明
議
員

よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
︒

町
長
の
地
元
意
見
交
換
会

の
成
果
は

問

意
見
交
換
会
の
成
果
と

現
在
の
所
感
は
。
ま
た
、
来

年
度
の
開
催
は
あ
る
の
か
。

答

子
育
て
支
援
策
︑
定
住

促
進
策
に
つ
い
て
直
接
意
見

を
伺
え
た
︒
意
見
の
中
か
ら

効
果
的
な
優
先
順
位
と
具
体

的
な
制
度
設
計
を
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
︑
既
に
開
始

し
た
事
業
も
あ
る
︒
来
年
度

も
そ
う
い
っ
た
場
は
重
要
で

あ
り
︑
開
催
方
法
は
検
討
し

て
い
く
︒

問

高
齢
者
の
運
転
免
許
証

自
主
返
納
に
優
遇
制
度
を
。

答

既
存
の
割
引
制
度
な
ど

と
連
携
し
︑
自
主
返
納
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
る
取
組

を
検
討
す
る
︒

▲歩道ブロックのせり上がり

問

カ
所
あ
る
都
市
公
園

10

で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

ト
イ
レ
は
あ
る
の
か
。

答

中
央
公
園
︑
若
宮
公
園

の
２
カ
所
に
設
置
し
て
い

る
︒

問

基
山
駅
な
ど
公
共
性
の

高
い
場
所
の
ト
イ
レ
を
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
ト
イ
レ

に
改
修
は
で
き
な
い
の
か
。

答

基
山
駅
に
あ
る
ト
イ
レ

は
Ｊ
Ｒ
の
敷
地
内
で
改
修
に

必
要
な
ス
ペ
ー
ス
が
取
れ
な

い
︒

問

Ｊ
Ｒ
と
相
談
し
て
検
討

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

そ
う
い
う
こ
と
も
含
め

て
研
究
す
る
︒

問

町
は
次
世
代
型
電
動
車

い
す
︿
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
﹀
を
３
台

使
い
高
齢
者
に
買
い
物
等
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う

取
組
を
し
て
い
る
が
、
多
目

的
な
機
能
を
備
え
た
ト
イ
レ

は
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

答

今
後
研
究
し
て
い
く
︒

問

街
な
か
に
ト
イ
レ
な
ど

を
誘
導
す
る
案
内
看
板
が
な

い
が
、
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
、
多
く
の
観
光
客
の
利

便
性
を
高
め
る
た
め
に
、
商

店
な
ど
事
業
所
に
ト
イ
レ
活

用
の
協
力
を
求
め
て
は
ど
う

か
。

答

商
工
会
に
相
談
し
て
検

討
し
て
い
く
︒

問

基
山
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ル
ー
ト
に
公
衆
ト
イ
レ
は
９

カ
所
で
充
分
か
。

答

基
肄
城
水
門
跡
周
辺
に

設
置
の
要
望
が
あ
り
検
討

中
︒
ま
ち
な
か
公
民
館
の
ト

イ
レ
も
使
え
る
が
︑
更
に
使

い
易
い
ト
イ
レ
に
し
て
い
く
︒

問

障
が
い
者
や
高
齢
者
等

に
使
い
易
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
ト
イ
レ
と
は
ど
ん

な
も
の
な
の
か
。

答

ス
ロ
ー
プ
で
段
差
が
な

く
︑
出
入
り
口
開
閉
が
容
易

な
構
造
で
︑
車
い
す
等
に
対

応
し
た
手
洗
い
器
や
移
動
の

動
線
が
確
保
さ
れ
︑
移
動
空

間
と
手
す
り
を
設
置
︑
便
器

洗
浄
ボ
タ
ン
の
操
作
が
簡
単

で
セ
ン
サ
ー
式
な
ど
に
な
る

も
の
で
あ
る
︒

問

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ト
に
公
衆
ト
イ
レ
設
置
は

答

基
肄
城
水
門
跡
周
辺
に
検
討

品
川

義
則
議
員

といれ
▲案内看板を活用しては

▲ユニバーサルデザイントイレへの早期改修を
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問

｢
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
﹂
に
つ
い
て
は
住
民
の

理
解
が
ま
だ
進
ん
で
い
な
い

が
。

答

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

が
送
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
︑

医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま

い
・
生
活
支
援
を
確
保
す
る

シ
ス
テ
ム
︒
そ
の
実
施
の
た

め
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
調
整
機
関
と
な
り
︑

重
要
な
役
割
を
担
う
︒

問

基
山
町
は
要
介
護
認
定

者
の
比
率
が

・

％
で
鳥

15

49

栖
広
域
平
均
の

・

％
よ

16

86

り
低
い
が
。

答

元
気
な
高
齢
者
が
多
い

と
言
え
る
︒

問

そ
の
元
気
な
高
齢
者
へ

の
福
祉
施
策
は
何
か
あ
る

か
。

答

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教

室
・
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
な
ど

を
開
催
し
て
い
る
︒

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

の
大
幅
な
補
助
や
タ
ク
シ
ー

券
・
小
郡
あ
す
て
ら
す
プ
ー

ル
券
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
券
な
ど
考
え
ら
れ
な
い

か
。

答

高
齢
者
福
祉
の
１
つ
と

し
て
総
合
的
に
検
討
が
必

要
︒

し
て
ほ
し
い
。
１
つ
は
地
面

を
平
ら
に
す
る
こ
と
。

答

硬
い
岩
盤
が
あ
る
の

で
︑
そ
れ
を
除
去
す
る
の
は

困
難
だ
︒
雨
が
降
っ
て
水
が

た
ま
る
の
は
排
水
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
︒

問

公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
が

で
き
な
い
か
。

答

ち
び
っ
こ
広
場
は
都
市

公
園
で
は
な
く
児
童
遊
園
と

し
て
の
位
置
づ
け
な
の
で
︑

利
用
者
が
限
定
さ
れ
る
た
め

ト
イ
レ
の
設
置
は
困
難
だ
︒

高
齢
者
に
や
さ
し
い
町
と

し
て
の
施
策
を

問

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

町
長
の
目
玉
と
な
る
施
策
は

何
が
あ
る
か
。

答

介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
を
近
隣
市
町

よ
り
１
年
早
く
平
成

年
４

29

月
か
ら
実
施
す
る
︒
ま
た
︑

介
護
予
防
教
室
の
参
加
・
総

合
健
診
の
受
診
等
ポ
イ
ン
ト

が
加
算
さ
れ
︑
商
工
会
の
商

品
券
と
交
換
で
き
る
﹁
健
康

ポ
イ
ン
ト
﹂
事
業
を
検
討
︒

問

交
通
量
の
多
い
町
道
本

桜
・
伊
勢
前
線
は
住
宅
側
に

歩
道
が
あ
る
所
と
な
い
所
が

あ
る
。
歩
行
者
が
安
心
し
て

歩
く
た
め
に
歩
道
を
延
伸
で

き
な
い
か
。

答

交
通
量
・
歩
行
者
数
の

調
査
等
を
総
合
的
に
判
断
し

て
︑
検
討
し
た
い
︒

問

区
と

区
の
境
に
あ

10

13

る
﹁
ち
び
っ
こ
広
場
﹂
を
も
っ

と
使
用
し
易
い
よ
う
に
改
善

問

本
桜
・
伊
勢
前
線
の
歩
道
の
延
伸
を

答

状
況
を
把
握
し
て
検
討
す
る

大
山

勝
代
議
員

▲「ここに歩道があれば安全だけど」

意見書等の結果

事実上の内戦状態にある南スーダンで、いかに閣議決定で集団的自衛権を認
めた結果としても、憲法９条の２項の「戦力の不保持」規定は生きている。「殺
し殺される」事態は完全に憲法違反であり、そうした事態を見過ごすわけには
いかない。
よって、新任務を付与した自衛隊の南スーダンからの撤退を強く求めるもの

である。

南スーダンから
の自衛隊の撤退
を求める意見書

採択
(賛成多数)

単純な人口割のみでの選挙区割りは、地方からの選出議員が減少することは
明らかであり、結果、地方の声が参議院を通じて国政に反映されにくくなり、さ
らなる地方と都市部との格差を生むことになると思われる。
我が国が直面する急激な人口減少問題への対応を含め、この国のあり方を考

えていく上でも、多様な地方の意見が、国政の中にしっかりと反映されていく
必要があることは言うまでもない。
よって、少なくとも各県１名の参議院議員を選出できるよう、合区を早急に

解消する措置が講じられるよう強く求める。

参議院議員選挙
制度における合
区の解消を求め
る意見書

採択
(全員賛成)

地方分権時代を迎えた今日、住民の代表機関である地方議会の果たすべき役
割と責任が格段に重くなり、地方議会議員の積極的な活動が求められている。
よって、議員を志す新たな人材確保につなげるため、地方議会議員の厚生年

金制度加入のための法整備を早急に実現するよう強く要望する。

地方議会議員の
厚生年金制度へ
の加入を求める
意見書

意

見

書

内 容件 名 結 果区分

全議員に
配布

(平成28年
８月30日
配付)

玄海原発において重大事故が起きた時に、放射性物質から住民の命を守る最
低限の備えとして、安定ヨウ素剤を全ての住民に対して事前配布できるように、
国、県、町に働きかけること。

玄海原発事故へ
の備えとして安
定ヨウ素剤の町
民への事前配布
を求める陳情書

陳

情

不採択
(賛成少数)

基山町の公益に関する事柄について国会や関係行政庁に対して議会の議決に基
づき意見書を提出することができます。詳しくは事務局にお尋ねください。
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見
守
り
事
業
︑
買
い
物
支
援
事
業
︑
笑
ん
が

わ
市
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
︒

｢

お
試
し
暮
ら
し
住
宅
﹂

島
根
県
飯
南
町

田
舎
暮
ら
し
を
考
え
て
い
る
人
が
気
軽
に

そ
こ
で
の
暮
ら
し
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
︑

家
電
や
寝
具
等
を
そ
ろ
え
た
住
宅
で
６
泊
６

千
円
か
ら
最
大
一
か
月
ま
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
︒
平
成

年
度
か
ら
平
成

年
度

26

28

の
実
績
で
は
︑

組
が
利
用
し
︑
そ
の
う
ち

19

４
組
が
定
住
に
繋
が
っ
て
い
る
︒

平
成

年

月
８
日
～
９
日
視
察

28

11

ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て
メ
ー
ル

茨
城
県
茨
城
町

子
育
て
世
帯
を
対
象
と
し
た
情
報
発
信
事

業
︒
胎
児
・
乳
幼
児
の
成
長
や
発
達
に
あ
わ

せ
た
メ
ー
ル
を
配
信
す
る
こ
と
で
︑
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
不
安
を
軽
減
し
︑
産
後
う

つ
や
乳
幼
児
虐
待
の
予
防
に
努
め
る
︒
妊
娠

期
と
生
後
１
０
０
日
ま
で
は
１
日
１
回
︑
１

歳
ま
で
は
３
日
に
１
回
︑
そ
の
後
３
歳
ま
で
︒

メ
ー
ル
配
信
な
の
で
携
帯
端
末
で
い
つ
で
も

読
み
返
す
こ
と
が
で
き
︑
利
便
性
が
高
い
︒

ま
た
︑
町
で
実
施
す
る
子
育
て
支
援
関
連
行

事
の
案
内
等
も
配
信
し
︑
参
加
増
に
努
め
て

い
る
︒
そ
の
他
︑
町
長
か
ら
の
誕
生
日
メ
ッ

セ
ー
ジ
配
信
も
行
っ
て
い
る
︒

役
場
庁
舎
内
に
在
る
子
育
て
ひ
ろ
ば

埼
玉
県
宮
代
町

年
末
年
始
の
み
休
み
と
い
う
子
育
て
ひ
ろ

ば
は
︑
役
場
庁
舎
内
の
福
祉
課
子
育
て
推
進

担
当
係
と
隣
接
し
て
い
る
︒
親
子
教
室
︑
子

育
て
相
談
他
︑
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
役
場

窓
口
で
の
各
種
手
続
き
や
給
付
制
度
等
の
相

談
な
ど
も
︑
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
︵
総

合
世
話
係
︶
を
配
置
し
一
元
化
さ
れ
て
い
る
︒

子
育
て
支
援
事
業
の
連
携
や
情
報
交
換
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
だ
︒

妊
娠
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
一
貫
し
た
地
域

ケ
ア
を
目
指
す

埼
玉
県
神
川
町

保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
８
人
の
保
健
師
が
常

勤
し
て
お
り
︑
母
子
保
健
事
業
で
は
︑
ベ
ビ
ー

バ
ス
貸
し
出
し
︑
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
︑
マ
タ
ニ

テ
ィ
デ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
︑
離
乳
食
実
習
な

ど
を
行
っ
て
い
る
︒
特
徴
的
な
の
は
︑
婦
人

会
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
母
子
愛
育
会
１
８

５
人
が
各
事
業
支
援
を
行
っ
て
お
り
︑
事
業

開
催
時
の
託
児
か
ら
月
２
回
の
ふ
れ
あ
い
広

場
を
運
営
す
る
等
︑
子
育
て
運
営
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
︒

平
成

年

月

日
～

日
視
察

28

10

17

19

｢

か
わ
も
と
暮
ら
し
情
報
セ
ン
タ
ー
﹂

の
取
組

島
根
県
川
本
町

平
成

年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
︑

27

移
住
・
定
住
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
︑
役

場
︑
自
治
会
︑
各
団
体
な
ど
と
連
携
し
︑
情
報

提
供
や
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
対
応
し
て
い
る
︒

そ
の
た
め
に
情
報
を
統
合
し
︑
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
と
し
て
︑
交
流
・
移
住
・
定
住
人
口
の

増
加
に
向
け
た
取
組
を
効
果
的
に
進
め
て
い

る
︒
ま
た
︑
そ
れ
を
担
当
す
る
相
談
員
︵
移

住
プ
ラ
ン
ナ
ー
︶
を
︑
４
～
５
年
か
け
て
育

て
る
体
制
で
人
口
増
に
取
り
組
ん
で
お
り
︑

平
成

年
度
は
︑
社
会
増
で

名
の
増
加
が

27

51

あ
っ
た
︒

｢

小
規
模
多
機
能
自
治
﹂
に
つ
い
て

島
根
県
雲
南
市

平
成

年
に
６
市
町
が
合
併
し
て
誕
生
し

16

た
市
で
︑
面
積
が
５
５
３
・
２
㎢
と
広
域
と

な
っ
た
背
景
も
あ
る
︒
そ
れ
ま
で
の
公
民
館

ご
と
の
活
動
を
︑
名
称
を
交
流
セ
ン
タ
ー
と

変
え
て
︑
市
か
ら
の
指
定
管
理
業
務
委
託
料

な
ど
に
よ
り
︑
地
元
の
問
題
は
地
元
で
解
決

し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
︒
こ
の
地
域
自

主
組
織
は
︑
地
域
づ
く
り
担
当
職
員
に
よ
る

企
画
や
指
導
︑
支
援
を
受
け
て
︑
安
心
生
活

愛
情
あ
る
子
育
て
支
援
策
を
念
頭
に

情
報
発
信
は
効
率
的
に

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

定
住
・
移
住
促
進
に
向
け
た
施
策
で
成
果
が

出
て
い
る
点
を
中
心
に

総
務
文
教
常
任
委
員
会

▲宮代町 子育てひろば １歳児教室

▲駅前に設置されたワンストップ窓口
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平
成

年
に
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ

28

た
。２

月
に
は
松
田
町
政
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

４
月
に
は
熊
本
・
大
分
地
方
で
２
度
に
わ
た
る

震
度
７
の
地
震
が
発
生
し
、
多
く
の
方
々
が
被

災
さ
れ
た
。
８
月
の
リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
人
選
手
の
活
躍
は
、

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

月

日
の
﹁
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
﹂
で
は
、

12

11

住
民
の
手
に
よ
る
創
作
劇
﹁
ホ
タ
ル
列
車
﹂
が
、

小
・
中
学
生
だ
け
で
な
く
大
人
ま
で
巻
き
込
ん

だ
多
世
代
の
方
々
の
参
加
に
よ
り
初
回
公
演

が
行
わ
れ
た
。
基
山
で
の
演
劇
文
化
が
継
承

さ
れ
た
こ
と
、
う
れ
し
く
感
じ
て
い
る
。

平
成

年
は
、
基
山
に
と
っ
て
私
達
に
と
っ

29

て
、
ど
ん
な
年
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
町
の

未
来
は
、
私
達
町
民
が
﹁
基
山
を
元
気
な
活
気

あ
ふ
れ
る
町
﹂
に
し
て
い
く
為
、
ど
れ
だ
け
心

を
ひ
と
つ
に
し
て
い
け
る
か
に
か
か
っ
て
い

る
と
思
う
。
平
成

年
が
、
基
山
町
及
び
町
民

29

に
と
っ
て
輝
け
る
一
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念

し
て
や
ま
な
い
。

(河
野
)

平成29年 第１回基山町議会定例会会期日程(案)

委
員
会

月

1320

休
会

日

12

３

曜
日

議
事
内
容

月

備

考

日

水

６

休
会

土

18

火

８

休
会

日

1921

休
会

月

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
会

休
会

金

10 ７

金

休
会

一
般
質
問

土

1117

本
会
議

委
員
会

本
会
議

委
員
会

本
会
議

木 木

16

予
算
特
別
委
員
長
報
告
・
討
論
採
決

一
般
質
問

本
会
議

月

９

予
算
特
別
委
員
会

本
会
議

金

24

火

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
調
整

委
員
会

木

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

委
員
会

火

1423

各
常
任
委
員
会
調
整

委
員
会

水

15

各
常
任
委
員
長
報
告
・
討
論
採
決

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問
・
議
案
審
議
・
委
員
会
付
託

予
算
特
別
委
員
会

委
員
会

水

22

本
会
議

会
期
決
定
・
提
案
理
由
説
明
等
・
予
算

特
別
委
員
会
設
置

防災体制について
総務文教常任委員会

公的介護保険制度について
厚生産業常任委員会

所管事務調査

防災システムの整備状況で、防災行政無線につい

ては、11月13日の秋季防火訓練終了後に聞き取り調

査をし、聞こえない箇所があれば対応を検討してい

く。平成29年度には、防災行政無線システム、個別

受信機等の導入を検討するとの説明があった。

また、役場庁舎４階倉庫で備蓄している町人口の

５％、最低１日分の非常食2,670食の保管状況を確

認した。そして非常食の処分期限が近づいている水

と乾パンの試食を行った。

また、小学校・中学校にも災害の備蓄品として配

布する予定との事である。

所管事務調査

公的介護保険制度の現状と今後の役割について鳥

栖地区広域市町村圏組合より説明を受けた。

75歳以上の高齢者数の急速な増加に対処するため

に、国は平成27年度に介護保険法を改正、平成29年

度に実施される介護保険サービスの体系変更によっ

て、要支援１･２の訪問型サービスを構成市町が主

体となってボランティアを中心とした体系で行うこ

とになるとの説明を受けた。

当委員会としては、町に対して、介護保険法改正

による介護保険サービスの低下がないようにするこ

とと、認知症対策の周知を鳥栖地区広域市町村圏組

合介護保険課と協議して行うように要望した。

委

員

長

久
保
山
義
明

副
委
員
長

松
石

健
児

委

員

河
野

保
久

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委

員

牧
薗

綾
子

委

員

末
次

明

委

員

大
久
保
由
美
子
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その思い、しっかり町へ伝えます！ 広報広聴常任委員会
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第４回町議会と語ろう会開催

11月18日（金）、町民会館２階小ホールにて第４回の「町議会と語ろう会（議会報告会）」を開催しました。

まず、総務文教常任委員会､厚生産業常任委員会、議会改革特別委員会の各委員長より報告が行われ、引き続

き６グループに分かれワークショップ形式による意見交換会を行い、38人の参加者から活発な意見が出され

ました。もっと多くの町民の方が参加できるよう今後も工夫してまいります。御参加くださった皆様、あり

がとうございました。

【まちづくり・人口対策関連】

・若基小の児童数減に伴う課題を地域で考える場が必要だ。

・基山町は交通アクセスも良いのに、何故基山町の人口はもっと増

えないのか。とても住みやすい町だから、その魅力をもっとPRし

てほしい。

・若い女性が住みやすい環境づくりが必要。子育て中の母親が働け

る雇用の確保。若者が働きやすい企業や農業環境が必要。

・調整区域での農業の作り手が減少しているので、緩和して住宅が

建てられるようにしては。

【道路・公共施設・生活環境関連】

・基山町の民間を含めた施設の情報が少ない。

・基山駅周辺、モール商店街、役場跡地など、中心地の活性

化に力を入れろ。

・サービス機能付高齢者住宅への転居等について、けやき台

居住者へのアンケート調査は行ったが、町全体で同様の意

向調査は進んでいるのか。

【教育・子育て・高齢者対策関連】

・子どもが病気の場合、一時的に預けられる場所を病院等に作れないか。

・介護予防は当事者だけでなく、家族の協力が必要。その情報発信ができないか。

・引きこもりや発達障がい等の子ども達が安心して過ごせるスペースの設置を。

【財政関連】

・今後の一般会計の基金は大丈夫か。財源の改善策の見込

みはあるのか。今後、特に社会保障、医療、福祉の財源は

確保できるのか。

【議会関連】

・議員定数を削減し、減じた財源で議員報酬を上げて若い

議員が立候補できるような改革はできないか。

・一般質問で町からの「検討」の回答案件を、議会はその後

追求しているか。経過を伝えよ。

参加者から出された質問・意見

※町への要望は、執行部にしっかり伝えます。

※詳しい参加者の意見と議会側の回答及びアンケートは、ホームペー

ジに掲載いたします。

▲町への熱い思いを聞くことができました

▲多くの方のご参加ありがとうございました

おじいちゃん、
わたし
基山大好き！


